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新年度になりました！新年度になりました！
今年も健康診断を受けましょう！今年も健康診断を受けましょう！

　十勝勤医協では、皆さんへ病気の早期発見・早期治療を目的として、年に一度の健康チェックをすすめています。
もしかしたら、昨年、一昨年と新型コロナウイルス感染症の影響で、健康診断を見送られた方がいると思います。
新年度を迎え、あらためてご自身の健康チェックはいかがでしょうか。例年、年度末に健康診断を受ける方が集
中し混雑しますので、ぜひ早めの受検をお勧めいたします。

　勤医協では管内5つの自治体の健診が受けられます。勤医協で受け

ると心電図検査を標準項目で実施しています。さらに、友の会員の方

には胸部レントゲン検査も追加して実施しています。帯広市・音更町・

幕別町・芽室町・本別町の方で対象となる方は、ぜひ勤医協をご利用

ください。

　特定健診は受付時間内であればご予約無しで受けられます。保険証

と各自治体・保険組合から届く受診券をお持ち下さい。

特定健診・後期高齢者健診対象者
○�帯広市・音更町・幕別町・芽室町・本別町にお住まいの40才以上の

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者

○各社会保険の40才以上の扶養家族の方

○各保険組合が発行する受診券をお持ちの方

　特定健診に限らず、会社の健康診断を受けてそのままにしていませ

んか。もちろん「受ける」ことも大切ですが「その後」も大切です。もし

異常があった場合には健康診断の結果を放置せず、再検査や精密検査、

治療について必ずかかりつけの医師に相談しましょう。

　帯広市の各種検診も特定健診と一緒に受けることができます。ご希

望の方は受付の際にお申し出下さい。

勤医協でも帯広市・音更町・
幕別町・芽室町・本別町の
特定健診を受けることができます！

特定健診は予約が必要ありません！
都合の良いときにお越し下さい。
＜必ず保険証と自治体や健康保険の発行する受診券をお持ちください＞

受けっぱなしにしていませんか？

帯広市の方はオプション検診も一緒に
いかがですか？（帯広市保健事業）特定健診・後期高齢者健診

帯広市 音更町 幕別町 本別町 各保険組合

帯広病院 ○ ○ ○ ○ ○

白樺医院 ○ ○ ○ － ○ 検診項目 対　象

肝炎ウイルス検診
過去に肝炎ウイルス検査を受けたことのな

い40歳以上の方

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

前立腺がん検診 50歳以上の男性の方

大腸がん検診 40歳以上の方

※詳しくは受付でお問い合わせ下さい。

▼
ロ
シ
ア
が
一
方
的

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東

部
地
域
に
侵
入
し
て

攻
撃
を
は
じ
め
、
今

な
お
軍
事
行
動
は
続

い
て
い
る
。
今
回
の

ロ
シ
ア
の
行
為
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
を

侵
し
、
国
連
憲
章
や
国
際
法
を

踏
み
に
じ
る
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

侵
略
行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
▼
し
か

し
、
自
民
党
や
日
本
維
新
の
会

な
ど
が
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
・

武
力
行
使
の
禁
止
と
い
う
根
本

原
則
を
覆
し
、「
核
共
有
」・「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」な
ど「
力
に
は

力
を
」
と
の
論
理
を
振
り
か
ざ

し
憲
法
９
条
の
改
憲
を
目
論
ん

で
い
る
。
今
問
わ
れ
る
の
は
、

い
か
に
し
て
平
和
の
ル
ー
ル
を

実
効
化
し
、
侵
略
に
糾
弾
の
声

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

事
態
を
憲
法
９
条
へ
の
攻
撃
に

利
用
す
る
こ
と
は
全
く
の
逆
行

だ
。
憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
政

府
の
責
務
は
、
国
際
社
会
の
分

断
を
修
復
し
、
ロ
シ
ア
の
侵
略

に
反
対
し
、
ア
ジ
ア
の
紛
争
を

武
力
に
よ
ら
な
い
で
解
決
す
る

枠
組
み
を
作
る
た
め
に
各
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
憲

法
９
条
の
改
憲
を
許
し
て
は
な

ら
な
い
。�
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2022年度十勝健康まつりの中止について
　毎年６月に開催しておりました十勝健康まつりに

ついて、新型コロナウイルスの感染拡大の状況を鑑

み、今年度も開催を見送ることといたします。開催

を楽しみにしてくださっている皆さまには残念なご

案内となりますが、ご理解いただけますようお願い

申し上げます。

十勝勤医協友の会第31回連絡会総会のお知らせ
　５月28日に予定しておりました第31回連絡会総会

は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ

代議員による文書総会といたします。

住所変更などの際はぜひご一報ください
　日頃から「友の会ニュース」をお読みいただきありがとうござ

います。
　会員の皆様の転居等に伴い、「友の会ニュース」の配布先が変

更になる場合、お手数ですが各友の会事務局もしくは連絡会事務

局までご連絡下さい。また、転居され不明となった会員さんの情

報についても、同様にお寄せいただけますようお願い申し上げま

す。

◉各友の会事務局‐本誌４面下部に掲載しています。

◉連絡会事務局　　☎0155-21-4144、思0155-21-4145　
　　　　　　　　　死 soshiki@tokachi-kin-ikyo.or.jp

「友の会ニュース」配布にご協力ください
　十勝勤医協が毎月発行する「友の会ニュース」は、十勝管内の

約14,000人の友の会の皆さんに、各地域世話人さんから主に手配

りで配布されています。しかしながら、世話人さんの高齢化や転

居などにより配布者が減少、配布が困難になっている地域もあり

ます。月に１回の配布にご協力頂ける方を募っています。ご連絡

は各地域の友の会事務局（本誌４面下部掲載）にて承ります。ご

協力をお願い致します。

緊
急
時
宅
訪
問
で
救
急
対
応

　

Ａ
さ
ん（
70
代
男
性
）は
、「
在
宅
生
活
は
無
理
」

と
い
う
判
断
を
何
度
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
施
設
で
の
生

活
を
拒
否
し
て
い
ま
し
た
。　

２
年
前
か
ら
体
力
も
低
下
し
、

栄
養
失
調
で
入
退
院
を
繰
り
か

え
し
て
い
ま
す
。
身
寄
り
も
な

く
、
食
事
は
き
ち
ん
と
と
ら
ず

お
酒
ば
か
り
飲
む
た
め
、
下
痢

も
頻
繁
に
お
こ
り
ま
す
。
な
ん

と
か
施
設
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
、
関
係
事
業
所
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
半
ば
の
あ
る
日
の
朝
、

白
樺
医
院
に「
動
け
な
い
…
」「
歩
け
な
い
…
」

「
立
ち
上
が
れ
な
い
…
」と
い
う
電
話
が
入
り

ま
し
た
。
自
宅
へ
向
か
い
、
倒
れ
た
Ａ
さ
ん

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

び
、
搬
送
依
頼
。
な
ん
と
か
Ｂ
病
院
へ
入
院

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
１
ヶ
月
の
入
院

を
経
て
自
宅
へ
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
施
設
で
の
生
活
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
と
い
う
要
望
に
合
わ
せ
て
、

要
介
護
度
の
区
分
変
更
も
行
い
、

要
支
援
１
か
ら
要
介
護
４
へ
。

ヘ
ル
パ
ー
を
週
３
回
以
上
の
利

用
を
導
入
し
、
施
設
の
雰
囲
気

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
も
促
し
て

い
き
ま
す
。
往
診
も
開
始
し
、

健
康
を
維
持
し
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
在
宅

生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

�

【
白
樺
医
院
　
三
浦
　
紀
秋
】

医療・介護
の現場から
シリーズ○119

水　上　颯　斗

様々な思いを抱え来院される患者様の思いや

不安に立ち止まり、患者様の痒い所に手が届

く看護師になりたいです。

看護師

帯広病院

新入職員の紹介新入職員の紹介
シリーズ

憲法憲法 がが
ああぶぶなないい

� 上士幌　山本政俊
　ロシアがウクライナを侵略しました。思い出した

のは80年前の日本の行動です。

　自国の防衛にとって必要だから、自国が発展する

ための生命線だからと、自作自演で捏造し侵略を始

める。戦争が始まれば見境なく市民を殺害する。抵

抗するものは容赦なく攻撃をする。そして傀儡政権

を確立し、意のままに操ろうとする。国際社会の批

判には耳を傾けず、孤立の道を行く。戦争反対を公

言するものは、法に違反していると次々捉え自由な

言論を奪う。政府に都合のいい情報だけを流し、そ

れ以外にはふれさせない。戦争はどんどん拡大し、

最後に訪れたのは国民生活の破綻と体制の崩壊でした。

　自分の思う通り国を動かして甘い汁を吸いたい。

政権に異を唱えるなど非国民だと自由で民主的な社

会を嫌う政治家たちは、日本を戦前に戻そうとして

います。「そら、見たことか。憲法９条なんて役に立

たない！」「核武装だってできる」「やられるまえにや

っつけてしまえ」と叫んでいます。ですが、軍事力

で他国を脅かしたり、攻撃することは国連憲章や日

本国憲法で否定されています。「力対力」に頼るなら

日本の未来も人類の将来も危うい。安全保障は抑止

力に依存すると考え、ひたすら軍備拡張に走る。そ

のために医療や社会保障がどんどん削られる。年金

は下がる。こんな政治はごめんです。
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２
月
22
日
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
ペ
ー
ス
に

歩
行
練
習
用
階
段
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
練
習
用
階
段
の
導
入
に
よ
り
実
際
の
階
段
の
上
り
下
り

や
送
迎
車
の
乗
り
降
り
、
玄
関
の
段
差
な
ど
を
想
定
し
て
階
段

昇
降
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

階
段
の
高
さ
は
20
㎝
が
３
段
と
10
㎝
が
６
段
に
な
っ
て
お
り
、

一
人
一
人
の
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
階
段
昇
降
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
早
速
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
入
れ
て
行
っ
て
お
り
、

利
用
者
の
方
か
ら
は
「
新
し
い
ね
、
や
っ
て
み
て
も
い
い
？
」「
最

近
、
階
段
上
っ
て
な
い
か
ら
し
て
も
い
い
？
」
な
ど
皆
さ
ん
興

味
津
々
で
す
。
実
際
に
階
段
昇
降
を
行
っ
て
み
て「
楽
し
い
ね
、

毎
日
や
り
た
い
ね
」「
い
い
運
動
に
な
る
ね
」「
階
段
が
滑
り
に
く

い
か
ら
、
と
て
も
安
心
だ
ね
」と

皆
さ
ん
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
は
階
段
昇
降
が
出
来
な

く
て
も
、
デ
イ
ケ
ア
で
安
全
に

行
う
事
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
試
し
て
み
た
い
方
は
リ
ハ
ビ

リ
職
員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

階
段
昇
降
は
体
の
お
と
ろ
え

を
最
初
に
感
じ
る
動
作
で
す
。

息
切
れ
を
す
る
場
合
は
体
力
低

下
が
考
え
ら
れ
、
足
の
つ
ま
ず

き
は
太
も
も
や
足
首
の
筋
力
低

下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
最
近
、
玄
関
の
上
が
り
か

ま
ち
を
上
が
る
こ
と
が
大
変

に
な
っ
て
き
た
」「
何
も
な
い

と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま

う
」「
車
の
乗
り
降
り
が
大
変

に
な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
段

差
を
乗
り
越
え
る
動
作
は
日

常
生
活
に
必
要
な
動
作
で
す

が
、
転
倒
が
多
い
動
作
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安

全
に
行
う
事
が
と
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
歩
行
練
習
用
階
段
に
は
頑
丈
な
手
す
り
と
滑
り

に
く
い
階
段
が
装
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
と

一
緒
に
安
全
に
階
段
昇
降
を
行
う
事
が
出
来
ま
す
。

　

そ
の
他
、
デ
イ
ケ
ア
に
は
筋
ト
レ
マ
シ
ー
ン
、
エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー
（
自
転
車
）、
ゴ
ム
バ
ン
ド
、
リ
ハ
ビ
リ
粘
土
な
ど
多
く
の

リ
ハ
ビ
リ
機
器
・
用
具
を
揃
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
方
や
退
院
後
の

体
力
・
筋
力
低
下
が
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白

樺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
一
人
一
人
の

体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

�

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
　
塚
越
健
一
郎
】

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
に
歩
行
練
習
用
階
段
が
導
入
！

ケアセンターケアセンター
白樺白樺

　

３
月
22
日（
火
）
に
、
行
事「
Ｌ
ｅ
ｔ
＇
ｓ 

富
士
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
行
い
ま
し
た
。
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
毎
日
午
前
中
に
集
団
体
操

を
行
っ
て
い
ま
す
。
季
節
や
イ
ベ
ン
ト
事
に
合
わ
せ
て
行
事
を

行
い
、
利
用
者
の
方
に
少
し
で
も

楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
運
動
の

機
会
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

工
夫
し
て
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
体
操
を
取
り
入
れ
た
行

事
を
行
い
ま
し
た
。
行
事
と
い
う

と
楽
し
い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
デ
イ
ケ
ア

の
行
事
は
、
運
動
と
口
腔
体
操
が

メ
イ
ン
で
す
。
今
回
は
、
富
士
山

登
山
を
テ
ー
マ
に
企
画
し
ま
し
た
。
３
合
目
ま
で
は
、
ス
ト
レ

ッ
チ
と
転
倒
予
防
の
た
め
の
体
幹
運
動
。
合
間
に
は
足
踏
み
を

し
て
ど
ん
ど
ん
と
登
っ
て
い
き
ま
す
。
５
合
目
で
は
、
少
し
体

を
休
め
て
、
こ
と
わ
ざ
や
四
字
熟
語
の
穴
埋
め
ゲ
ー
ム
で
脳
ト

レ
を
行
い
ま
し
た
。
８
合
目
で
は
、「
春
が
来
た
」を
歌
い
な
が
ら
、

簡
単
な
動
作
の
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

つ
い
に
山
頂
に
到
着
。「
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」
と
発
声
し
、
無
事
に

富
士
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
終
了
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
か
ら
は

「
頑
張
っ
て
考
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
楽
し
か
っ
た
よ
」等

嬉
し
い
言
葉
も
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
通
え
る
よ
う

な
ケ
ア
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

�

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
　
田
中
　
麻
衣
】

レ
ッ
ツ
富
士
山
ハ
イ
キ
ン
グ
！！–

デ
イ
ケ
ア
行
事–

ケアセンターケアセンター
白樺白樺

　保険薬局の薬剤師以外に、病院や診療所の中でも薬剤師が働いてい
ます。それぞれがどのように仕事をしているかご紹介します。

病院薬剤師の仕事
　帯広病院の薬剤師は、主に入院患者さんに関わっています。患者さ

んが入院する際、自宅から普段使っている薬を持参されます。当院の

処方だけでなく、複数の病院から処方されている薬もひとつずつ、薬

の名前と数を確認して書面で医師、看護師に報告します。中には、必

要な薬が飲めずに体調が悪化していたり、副作用による体調不良が考

えられる場合があるので、薬剤師としての視点で患者さんを診ていき

ます。

　入院中は様々な薬（点滴、注射剤、内服剤、外用剤）を使って治療を

行うため、患者さんが安全に効果的に治療が行えるよう、薬剤師がサ

ポートしています。患者さんの腎臓や肝臓などの機能に合わせて薬の

量を調節したり、症状や検査の結果などから治療効果は出ているか、

副作用は出ていないかなどを観察します。薬が飲みこみづらい場合は、

錠剤から粉薬、飲み薬から貼り薬、場合によっては注射剤にと剤形を

変更します。自分で薬を管理するのが難しいなどの問題があれば、薬

の種類を減らして用法を簡単にしたり、薬カレンダーなどを使用して

もらうなど、個々の患者さんに合わせた剤形や管理方法をご提案して

います。また、患者さんやご家族が薬のことを理解し、不安なく納得

して使っていただけるよう、丁寧に服薬指導を行っています。

　多職種の医療チームの一員として、薬があるところにはすべて薬剤

師が関わりたいという気持ちで、患者さんの治療、療養のお手伝いを

しています。病院薬剤師についてもっと知りたいという方は、病院薬

剤師が主人公の漫画、「アンサングシンデレラ　病院薬剤師　葵みどり」

（荒井ママレ著　ゼノンコミックス）をぜひ読んでみてください。

≪診療所薬剤師の仕事≫
　白樺医院では外来患者さんの処方を薬剤師が院内で調剤しています。

医師の診察後に発行される処方せんに基づいて調剤をして薬をお渡し

しており、一包化にも対応しています。院内で薬を調剤することのメ

リットとして、カルテの診察内容や検査値などを見て確認し、お薬手

帳で他院での併用薬なども確認しながら、患者さんに合わせた薬の調

剤ができるところがあげられます。顔見知りの患者さんが多いため、

気軽に相談していただいています。

� 帯広病院 薬剤主任　山口　章江
病院・診療所の薬剤師の仕事病院・診療所の薬剤師の仕事
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見

本 □ 座

分

雄

多 □ 当

解

開

造 □ 弁

束

下

一 □ 物

解

頭
の
体
操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
霜
村　

英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】満
開
の
桜
の
木
の
下
で
そ
れ
を
広
げ
て
食
べ
な
が
ら

酒
を
酌
み
交
し
た
い
も
の
で
す
。

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

５
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
５
８
号

（
７
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
５
４
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
春
告
魚
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
５
１
通
、
正

解
者
１
４
９
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

石
山
良
明　
　

松
井
淑
子

真
田　

充　
　

池
田
依
子

和
泉　

勝
行　
（
帯
広
市
）

石
黒　

昭　
　
（
音
更
町
）

丹
代　

稔　
　
（
芽
室
町
）

成
田　

光
代　
（
中
札
内
）

平
野
や
よ
い　
（
幕
別
町
）

山
本　

悟　
　
（
陸
別
町
）

【
答　
　
え
】
□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

�

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
尾
崎　

忠
顕

�

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
〇
六
三

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

�

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

�

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

�

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

�

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

�

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

�

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

�

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

�

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

�

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

�

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

�

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

�

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

�

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

�

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎　

節
子

�

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

�

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

�

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
岩
本　

正
雄

�

〇
一
五

－

五
七
二

－

五
七
八
五

【
本　

別
】
広
川　

雪
子

�

〇
一
五
六

－

二
二

－

三
三
六
七

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

�

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

�

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

�

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

�

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

�

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

�

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

�

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

�

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

�

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

�

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

�

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
堀
田　

省
悟

�

五
八

－

一
六
五
〇

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

�

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

�

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

�

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

�

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

�

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

�

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

�

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

�

六
四

－

五
九
五
三

　

そ
し
て
、
３
月
初
め
の
土

曜
日
、「
温
泉
行
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
12
時
の
オ
ー
プ
ン

に
間
に
合
う
よ
う
に
出
発
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
２
人
で
の

外
出
だ
…
。

　

雪
解
け
の
景
色
が
新
鮮
に

見
え
、
こ
こ
ち
よ
い
空
気
に

心
が
解
き
放
さ
れ
た
気
分
…
。

　

母
も
、
見
覚
え
の
あ
る
景

色
を
追
い
な
が
ら
、
ど
こ
と

な
く
嬉
し
そ
う
…
。

　

し
か
し
、
出
発
後
10
分
も

し
な
い
う
ち
に
「
オ
シ
ッ
コ

し
た
い
…
」
と
い
う
の
で
は

な
い
か
…
。

　

私
は
、
え
ぇ
っ
！
ま
さ
か

こ
ん
な
時
に
と
思
い
な
が
ら
、

「
家
で
、
オ
シ
ッ
コ
し
て
来

た
で
し
ょ
…
あ
と
、
少
し
で

温
泉
に
着
く
か
ら
我
慢
し
て

ょ
…
。」と
語
気
を
強
め
に
言

っ
て
み
た
も
の
の
、「
オ
シ
ッ

コ
し
た
い
…
」を
繰
り
返
す
…
。

私
は
、
急
遽
ト
イ
レ
を
探
す

羽
目
に
…
。

　

ト
イ
レ
・
・
ト
イ
レ
と
、

道
の
両
側
に
目
を
や
り
な
が

ら
コ
ン
ビ
ニ
を
見
つ
け
る
。

店
員
さ
ん
に
事
情
を
話
し
、

ト
イ
レ
を
借
り
る
こ
と
に
な

っ
た
。
自
宅
の
ト
イ
レ
と
は

勝
手
が
違
う
の
で
、
中
に
ま

で
付
き
添
う
も
、
肝
心
の
オ

シ
ッ
コ
は
出
て
い
な
か
っ
た

…
が
、
本
人
は
落
ち
つ
い
た

…
。

生
き
生
き

生
き
生
き
広
場
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五

☎
〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

白
樺
友
の
会

�

私
の「
老
々
介
護
」回
顧
記
⑧　

私
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
止

め
、
自
宅
で
の
入
浴
も
拒
み

続
け
て
い
る
母
を
、「
温
泉
」

に
連
れ
出
す
こ
と
で
活
路
を

見
い
だ
す
こ
と
を
決
め
た
…
。

行
先
は
、
Ｔ
温
泉
に
決
め
た
。

認
知
症
症
状
が
進
み
、
膝
が

悪
く
歩
行
も
困
難
な
母
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
何
度
か
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
温
泉
施
設

で
あ
る
こ
と
が
一
つ
の
条
件

だ
っ
た
。
母
も
Ｔ
温
泉
の
こ

と
は
覚
え
て
い
た
よ
う
だ
…
。

　

こ
う
し
て
、
や
っ
と
目
的

の
温
泉
施
設
に
着
い
た
の
だ

が
、
ま
た「
オ
シ
ッ
コ
…
」
。

　

母
の
脱
衣
を
手
伝
い
な
が

ら
、
手
足
の
２
～
３
ヶ
所
に
、

打
ち
身
の
後
な
の
か
青
く
な

っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
私

は
、
母
か
ら
目
を
離
せ
な
い

時
間
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
い

く
こ
と
を
悟
っ
た
…
。

　

そ
し
て
、
浴
室
へ
。
私
は
、

母
の
左
側
か
ら
支
え
、
右
手

は「
杖
」を
持
た
せ
、
足
元
に

全
神
経
を
注
ぎ
な
が
ら
浴
室

に
入
っ
た
。
入
浴
者
が
少
な

か
っ
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
。

い
ざ
浴
槽
に
入
れ
よ
う
と
す

る
の
だ
が
、
段
差
が
あ
り
、

捕
ま
る
手
す
り
も
近
く
に
な

い
…
。
母
は
、
浴
槽
の
深
さ

が
把
握
で
き
ず
、
足
の
置
き

場
所
が
定
ま
ら
な
い
。
恐
怖

心
か
ら
体
が
思
う
よ
う
に
動

か
な
い
…
。
そ
れ
で
も
、
何

と
か
誘
導
し
、
や
っ
と
両
足

を
湯
底
に
つ
け
肩
ま
で
浸
か

る
こ
と
が
で
き
た
…
。

　

「
あ
ぁ
～
い
い
～
気
持
ち

…
。
」と
、
母
は
、
満
面
の
笑

み
を
見
せ
た
…
。
私
は
、
思

い
切
っ
て
温
泉
に
連
れ
て
来

て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
…
。

こ
の
時
の
母
の
幸
福
そ
う
な

顔
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

以
来
、
毎
週
土
曜
日
は
、
２

人
の
温
泉
ド
ラ
イ
ブ
の
日
と

な
っ
た
…
。

　

３
月
下
旬
、
彼
岸
の
日
に

な
っ
た
…
。
私
は
、
母
を
連

れ
て
父
の
お
墓
参
り
に
行
く

こ
と
を
決
め
た
。
母
は
、
毎

年
春
秋
の
彼
岸
と
お
盆
に
は
、

手
作
り
の「
お
は
ぎ
」
を
墓
前

に
供
え
て
い
た
。
父
が
亡
く

な
っ
て
40
年
近
く
に
な
る
こ

の
日
も
…
。

　

帰
路
、
私
は
、
も
う
母
と

の
お
墓
参
り
は
、
今
日
が
最

後
に
な
る
の
だ
と
思
っ
た
…
。

　

６
月
中
旬
、
朝
ベ
ッ
ド
脇

で
転
倒
し
た
。
今
ま
で
の
転

倒
と
は
違
う
こ
と
を
察
し
た
。

早
速
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」に
、
助
け
を
求
め
た
。

す
ぐ
に
、
看
護
師
さ
ん
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
。
嬉
し
か

っ
た
。
母
の
状
態
か
ら
救
急

車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
と
い

わ
れ
、
Ｈ
病
院
に
搬
送
…
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
を
受

け
、
幸
い
に
も
大
事
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
よ
か
っ
た
…

一
安
心
。

　

し
か
し
、
こ
の
日
以
来
、

認
知
症
症
状
は
進
行
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
転
倒
す

る
た
び
に
認
知
症
症
状
が
進

む
と
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
当
時
、
母
は
、
訪
問

看
護
の
看
護
師
さ
ん
に
、「
も

う
、
人
間
失
格
だ
か
ら
…
」

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
…
。

　

心
身
が
衰
え
、
自
分
で
考

え
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
っ
て
い
く
…
。
誰
か
の

世
話
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
…
。
そ
ん
な
老

い
の
現
実
を
受
け
止
め
、「
人

間
失
格
」
と
胸
中
を
語
っ
た

母
…
。
私
は
、
た
だ
黙
っ
て

聞
く
し
か
な
か
っ
た
…
。

�

つ
づ
く

�

【
白
樺
友
の
会 

匿
名
希
望
】

　

４
月
号
も
す
み
ず
み
ま
で
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春

に
な
り
散
歩
も
で
き
る
良
い
時

季
に
な
り
ま
し
た
ね
。
痛
い
ヒ

ザ
を
さ
す
り
つ
つ
で
す
が
…
。

外
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

帯
広
市　

竹
内
黎
子
さ
ん

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
侵
攻
状
況
が
毎
日
放
映
さ
れ

て
い
る
の
を
見
て
、
戦
争
の
残

虐
さ
に
心
が
痛
み
ま
す
。
早
急

な
解
決
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

帯
広
市　

長
谷
川
八
重
さ
ん

　

「
薬
の
は
な
し
」良
く
わ
か
り

ま
し
た
。
い
た
だ
い
て
帰
っ
て

来
る
だ
け
で
し
た
が
い
ろ
い
ろ

と
聞
い
て
く
れ
る
の
に
は
薬
が

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
等
、
見

て
い
る
の
で
す
ね
。

幕
別
町　

元
木
和
子
さ
ん

読
者
の
声


